
知多都市計画公園（案）に対する意見募集結果

１ 意見募集の実施方法

（１）意見募集期間 平成２８年１１月１日（火）から平成２８年１１月３０日（水）

（２）案の公表方法 都市整備課窓口及び美浜町ホームページ

（３）周知の方法  美浜町ホームページ及び広報みはま（平成２８年１１月号）に掲載

          住民説明会、地権者説明、関係団体説明会にて告知

２ 実施結果

（１）意見の提出者数  １０名

３ 意見の概要と町の考え方

意見の概要 意見に対する町の考え方

１

日本福祉大学の美浜キャンパスの移転から３０

年以上が経過して、知多奥田駅周辺のエリアは、

農地が広がっている状況となっています。 

平成２８年１０月３１日（月）知多奥田駅東部

地区開発に関する地区説明会に参加しました。日

本福祉大学が（大企業）が移転して、経済効果が

５００億円以上あったと聞きました。又、町民の

生命を守る防災拠点の整備がされると聞きまし

た。これからの美浜町を考えて行くならば、２７

億円の投資をすべきだと思います。

同説明会にご出席いただきまして誠にありがとう

ございました。

説明会では日本福祉大学が本町へ移転したことに

伴う経済効果を学生数で説明させていただきまし

た。少なくともそれだけの効果があったと積算いた

しましたが、今回の積算に含まれていないものもご

ざいますので付け加えさせていただきます。

また、西部地区の小学校は、海岸に近い場所に位

置しておりますので、津波の浸水区域から離れた場

所に西部地区の防災用拠点整備することは緊喫の課

題でございました。美浜町運動公園整備とあわせて

防災、減災施設整備を進めていきます。

２

美浜町運動公園整備事業が行われない場合は、

（２０１８年度大学生問題）少子化に伴って駅周

辺は、３０年、５０年先も現状のままで、町全体

は衰退して行くと思います。 

整備事業が行われた場合は、初期の段階、日本

福祉大学と地域との交流をより深めながら、学園

都市としての機能は高まると思います。時代の経

過と共に、鉄道駅に隣接している為、知多半島の

小・中・高校生・企業の人たちが利用して、大学

だけでなく、町民・来町者の利用度が増加すると

思います。２０１５年度大学にて人口芝のグラン

ド（ラクビー・サッカー）ができ、平日の夜間、

土日の練習・試合などで、知多奥田の乗降客が増

加しています。２０１７年度４月スポーツ科学部

が開設します。大学の近くに鉄道駅・運動公園

（日本陸上競技公認トラック）がありますと、オ

ープンキャンパスなどに参加した受験生が増加す

ると思います。 

今回の運動公園整備については、駅に隣接すると

いう利点を最大限活かし、多くの来町者を呼び込む

ことにより鉄道利用数の確保を図り、路線の維持、

運行本数の増便を目指します。 

ご意見にありますオープンキャンパスもそうです

し、スポーツ大会の誘致、他のイベント開催、レジ

ャー施設である南知多ビーチランドとの連携などを

図っていく必要があると考えます。 

また、同じく隣接する日本福祉大学においては、

福祉関係学部、保育関係学部、スポーツ科学関係の

学部がありますので、この指導者、学生、競技者な

どの関係者と連携し学園ゾーンを成熟させ住民、大

学、行政が一体となったまちづくりを目指していき

ます。 

このような波及効果が、知多奥田駅周辺エリアに

広がっていくことにより、奥田学区のみでなく上野

間学区、野間学区という西部地区、また町全体の賑

わい、活性化につながっていくことと考えておりま

す。 



３

区会・町の職員の方々の努力により、アピール

ポイント（モデル地区）として、中部地区の中で

「町民・来町者が利用できる鉄道駅に隣接した運

動公園」として３０年先の若者達の為に、着工に

向かって頑張って欲しいです。 

鉄道駅に近いということは、お子様などの大会誘

致にも有利となります。多くの方にご来町いただく

ことにより本町の良さを知っていただく機会ができ

るものと考えております。

また、本町は、既に少子高齢化が始まっておりま

すので、早期に整備を完成させ、人口減少分を交流

人口、滞在人口にて補いながら、現在のまちの賑わ

いを維持、増大させることが必要となっています。

４

美浜町運動公園の説明会は、奥田地区のみでな

く町内全地区で行うべきである。（美浜町総合公

園も同様）

町税を使っての事業であり、完成後の負担も町

民にくるので説明が必要である。

平成２８年１０月３１日に開催しました住民説明

会は、奥田地区に限定したものでなく町内全域を対

象としており、さらに在住者のみでなく在勤、在学

者を対象とした説明会として開催を行っておりま

す。会場には、町内各地区から多くの方にご参加い

ただきました。

また１１月１日より３０日間の今回のパブリック

コメントの募集においては、前述の方のほかに町内

に事務所を有する個人、法人その他の団体、本町に

対する納税義務を有する方、事案に利害関係を有す

る方にまで対象者を広げ意見集約を行っておりま

す。

５

日本福祉大学のためのグランド建設であり、高

齢者、子供たちのための広場が少ない。 

運動公園整備は、都市計画公園として行う計画で

ありますが、隣接地の日本福祉大学を活用していき

たいとの狙いもございます。平日のグラウンド利用

率は極端に落ち込みますが、日本福祉大学に貸し出

すことにより使用料収入など維持管理に必要なお金

を賄うことができます。

また、日本福祉大学が新設するスポーツ施設との

相互利用により相乗効果が地域に出るように協議し

てまいりますので、同大学のためということではな

く、連携することによりお互いに利を得るものにし

ていきたいと考えております。

また、高齢者、子供のための広場が少ないとのご

意見については、近隣公園規模の緑地を確保してお

り、グラウンドゴルフなどの大会については、陸上

競技場の中央芝生にて実施もできますので、活用方

法にて多様性を持つことができます。

６

公園の名称について、「美浜町運動公園」では

なく「美浜町運動・防災公園」として、誰にでも

わかるような表示にした方が、大地震の備えとし

て来訪者にもわかりやすいので変更を提案する。 

周知という面で大変貴重なご意見をいただきまし

た。都市計画決定としての名称は、現在「美浜町運

動公園」としてお示ししておりますが、今後の維持

管理体制の中でネーミングライツ（命名権）等も検

討を行っていくことを考えております。防災面の避

難所としては、案内板等を利用したり、民間施設を

含む関係機関と連携、協議しながら周知を図ってい

きたいと考えております。 



７

幾多の地震の経験から西部地域に防災拠点を整

備することは非常に重要なことである。西部地域

全域をカバーできる防災倉庫、避難用駐車場、仮

設住宅建設地を用意し、安易に小中学校の校庭等

を使用することのないように準備するべきであ

る。 

よって、防災・減災ゾーンの拡充をはかるべき

である。 

また、津波に備えて、宅造地盤を大幅に上げる

べきであり、車避難者用の駐車場区域と仮設住宅

の建設を整備するべきである。 

 現在、各小中学校等を中心に防災用のコンテナ等

を配置しておりますが容量的に過小であり、野間防

災倉庫においても同様となっております。今回の運

動公園整備に合わせて荷出しの安易な平屋建ての防

災倉庫の設置を検討しています。これまでのコンテ

ナ内では、備蓄できなかったものや多様な資材、消

耗品を備蓄することが可能となるようにしていきま

す。 

また、小中学校に避難者が滞留すると学校教育に

多大な影響を与えますので、本町では、これまで仮

設住宅用地として美浜町総合公園、町民第２グラウ

ンド（津波時使用不可）、旧布土小学校（同様）、

美浜緑苑小原池中央公園を指定しています。地震時

に建設可能戸数は、２４４戸としておりますが、本

公園整備後については、競技場中央芝生及び多目的

スポーツ広場を指定し、およそ１５０戸追加するこ

とが可能となります。その他、舗装駐車場も利用で

きますので車避難者用のスペースは確保できるもの

と考えておりますが、活用面については今後の検討

とさせていただきます。 

防災倉庫の位置については、津波浸水区域から１

キロほど離れており、海抜４～６メートルの地盤に

盛土をしたのち建築を考えております。また、運動

公園内には、災害時にすぐに利用できるようにレス

トコーナーなどにはかまどベンチ、浄化槽の付近に

はマンホールトイレ対応など災害避難を想定した設

備を併設していきたいと考えております 

８

遊戯ゾーン及び健康ゾーンの位置を知多奥田駅

側に移動し、駐車場を防災倉庫のある位置へと移

動したらどうか。 

また、「高齢者福祉健康器具」の「高齢者」に

ついては削除し、全町民を対象とした健康増進を

図ることを目的とした「健康増進ゾーン」の方が

運動公園に合致する。 

遊戯ゾーン及び健康増進ゾーン専用駐車場は、

別途で１５～２０台分を確保する。 

運動公園南西部に配置する駐車場に関しては、今

後、協議を予定しております日本福祉大学との運動

施設の連携を考慮し、地域住民の方が同大学運動施

設を利用しやすい位置にということで配置を検討し

ております。施設配置につきましては、今後の実施

設計の中で規模も含めて検討を行ってまいります。 

また、「高齢者」という言葉の標記については、

ご意見のありましたとおりでございますので修正を

させていただきます。 

９

総合公園の野球場整備については、多目的グラ

ンドではなく硬式野球場の整備とする。理由とし

ては次のとおりである。 

硬式仕様であるなら準硬式、軟式、ソフトボー

ルなど用途の多様化が見込め、利用の集中を防ぐ

ことができ平準化できる。 

大学野球、高校野球などの公式の大会を呼び込

むことができる。また、合宿地や野球大会誘致に

より宿泊や観光等の地域経済の活性化につなが

る。 

ハイレベルな野球を身近に観戦できることにな

り、同じ場所でスポーツを楽しめることは利用の

促進になる。このことが町民のスポーツ参加意識

を高める。さらに地域の子供たちが大きな大会等

に出場するようになれば町民一体となった応援が

可能となる。 

 多目的グラウンドとしている理由は、野球場の

他、サッカー場としても利用可能としているためで

あります。 

野球場の仕様については、硬式にも対応できるよ

う実施設計の中で検討していきます。 



10

知多奥田駅周辺の整備は、大学のある町また西

部地区の玄関として長年の地域の願いである。こ

の整備により西部地区全体へと賑わい、活性化が

つながっていくものと期待している。まちづくり

の一環として実現できるよう取り組んでいただき

たい。 

 知多奥田駅周辺の整備は、多年にわたり整備の方

向性などについて、地元区、地権者の皆様と意見交

換を実施してまいりました。しかしながら、現実と

して名鉄知多新線の開通、大学の移転と外部状況の

変化がありながら依然と変わらぬ姿となっており、

総合計画等でも長年の懸案事項となっておりまし

た。 

今回、知多奥田駅東部の整備となりますが、本整

備により波及効果が西部地区はじめ本町全体に広が

っていくことを期待して整備を進めていきます。 

11

運動公園の駐車スペースの有効利用について、

万一の災害に備え消防団は日頃より訓練を行って

いるが、安全な訓練場所がない。駐車場の利用に

ついては、駐車のみに限らず消防団の練習場所な

ど様々なことに利用できるようにしたらいいので

はないか。 

運動公園内の施設の利用については、駐車場スペ

ースのみでなく広く多様的な活用ができるようにし

ていきたいと考えております。一定の制限などは必

要かと考えますが、管理、制度上の問題点がなけれ

ば、ご意見にありますような消防団による訓練場所

としての利用については問題ないと考えておりま

す。 

また、満足していただける施設としても、万が一

の際に使用する施設としても多くの方に日頃より利

用していただき、本公園ついての仕様について把握

していただけることは、大変良いことであると考え

ております。 

12

運動公園への道路については、今回の公園整備

の計画の中で町道の付け替え等の計画されており

ますが、少しでも多くの方に利用していただくた

めには安全な道路の整備は不可欠である。周辺道

路整備をはじめ都市計画道路知多西部線の早期開

通をしていただきたい。 

 運動公園整備区域内には、既存の町道奥田・河和

線（農免道路）、町道森越・石坂平井線（奥田駅か

ら農免道路まで）を取り込んでおりますので、それ

ぞれ付け替えを実施し、既存道路幅員より拡幅し、

歩道を設置していきたいと考えております。 

 また、県所管事業となりますが、都市計画道路知

多西部線についても本公園へのアクセス道路として

重要な路線でありますので早期開通に向けて愛知県

に引き続き強く要望をしていきますのでご理解をよ

ろしくお願いします。 

13

パブリックコメントの内容に工事金額、都市計

画税の在り方、町債の見通し等財政計画が示され

ていない。このような提示は認められない。 

 美浜町運動公園については、住民説明会では、用

地費を除いて直接工事費が、２０億ほどになると説

明をしております。また、美浜町総合公園について

は、用地費を除いて直接工事費が、５．５億ほどに

なると説明をしております。国庫交付金の基準額に

ついては施設工事費の１/２となっており残りを町が

負担することになります。町負担分について、都市

計画税を充当し、年により不足する額を起債してい

くことになります。 

 施設の詳細な決定については、平成２９年度以降

の実施設計にて確定していきますが、現在、住民説

明会及びパブッリクコメントにより住民の皆様のご

意見、ご要望を聞き施設の種類、規模等を意見聴取

している段階ですので上記に示した金額について

は、概算工事となっておりますのでご了承くださ

い。 

14

国道バイパスの拡張事業に対する国県の財政補

てんは約束されているのか。 

町道森越・石坂平井線の付け替えのことであると

考えますが、町道の付替え工事となり、国県より、

補助をもらいながら施工を進める計画としておりま

す。 



15

運動公園の防災倉庫の位置について川沿いであ

るので危険ではないか。 

 当該地については、津波浸水区域外であり、現在

愛知県により策定している河川整備計画の河川区域

外になるよう県と調整しております。 

 また、今後、位置については、利用上の効率性も

含めて最適地を区域内にて選定し実施設計に反映し

ていくことも検討しておりますのでご理解くださ

い。 

16

知多奥田駅西側については、どうなのか。  本パブッリクコメントについては、都市計画公園

についてのものであるため主旨と乖離しています

が、駅西側については、本運動公園整備後の状況の

変化を捉えながら検討していくことになります。 

17

日本福祉大学からの陸上競技場建設の要請は受

けていないのか。建設費、維持管理費について大

学の協力について約束は取れているのか。維持管

理は大学にしてもらうことは決まっているのか。 

 運動公園の整備に関して、日本福祉大学からは要

望をいただいておりません。建設費及び維持管理費

の負担については、同大学に規定以上の負担を求め

ることは考えておりません。また、管理者の選定に

ついては、選定方法も含めて現在決定しているもの

はございません。 

18

維持管理・運営について総合グランド・運動公

園と離れると以前の第２グランドを第１グランド

に合わせて一括管理する方針と変わってくるがど

のように考えているか。 

 総合公園に現在の第２町民グラウンドを集約し、

拡充を図ることにつきましては、第２グラウンドの

周辺状況の変化及び準工業地域の土地利用の有効性

を総合的に勘案し進めているものとなります。 

 総合公園、運動公園についてはそれぞれ都市基幹

公園となりますので、維持管理・運営の方法につい

て効率性と利用者の安全・安心を含めて最善な方法

を検討していきます。 

19

以前あった総合公園の子供の遊びコーナーにつ

いてどのようになっているのか。 

 以前というのが、いつの時点なのか分かりかねま

すが、美浜町総合公園計画平面図の北側で、既存グ

ラウンドと拡張部分の間に幼児児童用の複合遊具な

どを配置し遊び場の創出を計画しております。 

20

総合公園を利用する野球人口・サッカー人口を

どのように見通しているのか。 

 総合公園グラウンドの利用者数は、平成２７年度

集計では２８１件２４，３４０人となっておりま

す。うち野球の利用は１３２件、ソフトボールの利

用は１３件、サッカーの利用については３５件とな

っております。 

また、町民第２グラウンドについては、８２件

２，６１４名となっております。現在、町民第２グ

ラウンドでは周辺対策として野球の利用を禁止して

おりますのでソフトボール、サッカーなどで利用を

していただいてもらっております。 

 今後、総合公園にその機能を集約することによ

り、より利用の多様化が図られ施設利用の申し込み

をお断りすることが無くなると考えられますので利

用者数は増加するものと考えております。 
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総合公園のサッカー場の必要性については、現

在あるグランドで間に合うのではないでしょう

か。 

奥田の運動公園は、河和住民が行くのに不便で

ある。河和方面に気軽に使える緑地公園みたいな

ものを作ってほしい。 

 総合公園のサッカー場については、第２町民グラ

ウンドの代替施設として野球場、サッカー場等を整

備するものとなります。 

 河和方面に緑地公園ということにつきましては、

総合公園の拡張部に芝生広場を整備する計画であり

ますのでご利用いただきたいと考えております。 
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日本の福祉を学ぶ大学が近くにあるので、運動

公園でなく、福祉村をつくることを提案する。学

生達が福祉の実践、ボランティアをし、大学の先

生に関わってもらい美浜らしい福祉文化を創造し

てほしい。保育所や子育て施設、障害者就労施

設、高齢者施設を建設して共存社会を実現するモ

デルとしてはどうか。０才から１００歳までの地

域包括ケアシステムを実践する場所となる。 

障害者施設の就労継続Ｂ型をつくってはどう

か。就労施設Ｂを開設すれば障碍者の親にも選択

肢が広がると思う。作業種類は、農業で特産物と

なるような野菜や花を育て販売することを検討し

てほしい。 

 日本福祉大学の学生、指導者等の方に関わってい

ただきたいという考え方について、今回の運動公園

も同様となっております。関わっていただきたい内

容についても、同大学の中には、乳幼児から高齢者

までの保育、福祉などの学部があり、スポーツ科学

部ができることにより健康づくりや障害者スポーツ

などにも力を入れていくということを聞いておりま

すので、生涯活躍できるまちづくりの一役を担って

いただきたいと考えております。 

 ご提案のありました保育所や子育て施設、障害者

就労施設、高齢者施設について、建設として今回の

計画の中に取り込むことは難しいですが、ソフト面

として、大いに取り入れることもできると考えてい

ます。 
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総合公園の野球場について土日はともかく、平

日は利用されているところを見たことはありませ

ん。土日のための新設では、費用対効果の面で問

題がある。 

 総合公園グラウンドの利用状況については、№２

０で記載したとおりとなっており、夏季等の集中期

には、予約が重複しお断りをしている状況となって

おります。 

 今後、町民第２グラウンドを集約したことによる

利便性の向上が図られることが予想されますので利

用者数は増加するものと考えております。 

24

総合公園の計画について、見直しを公約として

いたが、少しの見直しのままとなっている。な

ぜ、広い芝生広場が新たに必要なのか。なぜ、大

駐車場が必要なのか。 

 現在の総合公園において、県道向かい側の駐車場

（緑地広場）については借地となっており、平成２

９年度末をもって契約終了となります。そのため、

町所有の駐車場用地を確保する必要がありますので

今回の整備の中で駐車場用地を合わせて確保するも

のとなっております。 

また、計画の見直しについて以前は野球場を２

面、体験学習センター等を整備する計画としており

ましたが、現在は、体験学習センターについては取

りやめ、野球場についても１面の整備をすることと

なっております。芝生広場については、公園緑地面

積の確保が必要となってきますので、当面芝生広場

として活用をし、今後の整備について検討すること

となっております。 
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運動公園の計画は、突然持ち上がり、町民の要

求ではなく日本福祉大学の新学部に対する便宜供

与の性格が強く動機が不純である。総合計画にそ

の記述があるとしても、財政面、緊急度から優先

順位をつけるべきである。日本福祉大学との共

存・交流は重要であるが、こんな便宜供与ではな

く、本町の身の丈に合った真摯な施策が必要であ

る。 

知多奥田駅周辺については、本町の長年の懸念案

件として過去の総合計画から引き続き検討がなされ

てまいりました。様々な紆余曲折を経ながら平成２

４年度から本整備についての検討に入り、内部検討

会、地元意見交換会等を実施し、パブリックコメン

トに至っております。 

この間に日本福祉大学による新学部創設の話が持

ち上がってまいりましたが、新学部を含め既存学部

と連携し、学園ゾーンの深化を図り、同駅周辺の開

発が本町全体へ波及させていくことが重要であると

考えています。 

同大学の学生が本町には、およそ１，５００人在

住しており、その他多くの学生が本町に通学してき

ています。また、指導者も同様です。この人的資源

を活かすことができることは本町ならではのことで

ありますので、住民利用のほか専門的な分野にもぜ

ひ活用していただきたいと考えます。 

また、その成果についても本町に還元していただ

きたいということも付け加えさせていただきます。 



26

大学に１学部新設されることがなぜ、「障がい

者スポーツの町-美浜-」になるのかわからない。

しかも日本陸連公認の夜間照明付き全天候型トラ

ックが町民にとって必要なのか。「将来的には障

がい者全国スポーツ大会の誘致」などは、本町の

立地環境などから見ても絵空事に思える。 

 本町と包括協定を締結している日本福祉大学に新

設されますスポーツ科学部は、子どもから高齢者、

障がいのある人などに対しての指導者を養成した

り、スポーツを様々な角度から分析、実践、運営等

を行うことを研究する学部となります。 

 また学部の中には障がい者を支える専門的なもの

もあり障がい者スポーツに力を入れていくことをお

聞きしています。また、パラリンピック等の出場選

手の輩出などの実績等もあり、国際的な委員会の委

員を務められている方も在職されることになると合

わせてお聞きしております。 

 このような機会を捉え、本町の活性化に向けて規

模の妥当性を検討したところ日本陸上競技連盟の第

３種公認があれば多くの大会が開催でき効果を発揮

できると判断しております。 

 この計画案が報道されて以降、中部国際空港に近

く、鉄道駅に隣接しているということで大会開催の

問い合わせなどもきておりますので、整備後につい

ては多くの来町者をお迎えしたいと考えておりま

す。 
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運動公園の維持管理費についてどのように考え

ているのか。 

 説明会では、本町にあります総合公園を始めとす

る都市公園の維持管理費として、「現在美浜町の中

に同じような施設はございませんので、美浜町の総

合公園の実情を説明させていただきます。グラウン

ドについては、１，８００万円、体育館について

は、３，８００万円ほどかかっております。グラウ

ンドの内訳ですが、草刈りなどにかかっている４人

分の人件費がおよそ５５０万円、土地の借地料とし

て７００万円で合わせて１，２００万円ほどかかっ

ております。１，８００万円との差額の６００万円

については、他の都市公園にて使用しております。

比較が違うかもしれませんが参考までにご報告いた

します。」と説明をさせていただきました。 

 運動公園の施設内容がまだ定まっておりませんの

で、実施設計の段階、また、管理方法が決まりまし

たら積算していきたいと考えております。 

28

運動公園内では、町民が普段から使える施設も

できないのか。例えば、町民ふれあいセンターの

ような施設で、風呂・食堂・物産販売などを有料

で、しかも雇用などをし、お金の落ちる施設を造

ってほしい。 

 運動公園の整備については、国からの補助金を財

源に整備を検討しています。ご意見の中にあります

ような収益施設を整備する場合は、用地費を含めて

補助金の適用外となる可能性があります。 

 また維持管理の手法については、様々考えられま

すのでその中で雇用面についても検討してまいりま

す。 

29

運動公園は、日本福祉大学との連携を前面に、

スポーツだけではなく「福祉のまち美浜」をアピ

ールできるような施設にならないか。子供や高齢

者のための公園はいいことであり、花壇などは住

民のボランティアでできると思う。 

 運動公園においては、子どもから高齢者まで、ま

た障がいのある方及び運動が苦手の方などが、いつ

までも元気に過ごすことができるよう日本福祉大学

と連携し、活用できるよう協議を進めていきます。 

この活動自体が、今後増加してくる元気な高齢者

の活躍の場を提供していくことになり多世代町民参

加型の「福祉のまち」として広がり、医療、介護、

福祉に対する不安も軽減され地域力になると考えて

おります。 
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運動公園について駐車場スペースが大変広いよ

うに感じる。大学の駐車場を兼用できないのか。 

 運動公園では常設の駐車場としておよそ５００台

を計画しております。駐車場の配置としては、知多

奥田駅側と町道奥田・河和線側にそれぞれ設置する

計画としております。 

 他の運動公園と比較しても、多いというわけでは

ございませんが、駅に近いという利点を活かすこと

ができるためこの台数にて検討しております。 

 また、芝生駐車場（２６７台）については、あく

まで臨時用でありまして、通常時においては陸上競

技のサブグラウンド、フットサル、バドミントン、

パターゴルフ等多目的に体を動かしていただく広場

として利用していただきたいと考えております。 

 また、日本福祉大学の駐車場を兼用することにつ

いては、考えておりませんので必要な駐車スペース

は公園内で確保していきます。 


